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園芸研究所そ菜研究室長

山口久夫

1. 作型 2. 経営規模と投下資本

愛知県のナスは施設の装置化に伴ない年々作期が早進 県下主要産地の代表農家の事例を第2表にしめした

化され，長期促成栽培型に定着しつつある。地域により が，ナスの経営規模は4，500nfから2，000nfの範囲で，平

特色がみられ3 束三河地方では最も早いもので8月上旬 均 3，000ni前後が専作農家の規模となっている。

に定植されている。尾張地方でほ早ぐて10月中下旬，多 これに対する資本投下額は，ハウスの構造，骨材およ

くは11月上旬定植で総作付面積は 230haである。ぐ表 1) び規格等によって一定ではなく，事例農家10の場合は大

第1表作型および品種

定植期 6月 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 

定8月上~中植旬 新早真、 -..‘ →。
牟一重カーアン

牟 。
育首

10月中~下旬
大名

〉←一一育一一苗一口 企 令。 令 。
千両 一重カーアン

11月上~中旬
大名

〉モ口 企令心 牟 。
千両 育首 一重カーアン

(注)x ーは種 口一一つぎ木 企一一一定植 。=0一一一収穫期間 す-ii----ー暖房

やはり 3 台風シーズンを終えた10月中下旬定植が安全 型鉄骨アルミハウスであり，農家 6は最も安いパイプハ

度は高い。各産地!とも年1作の長期栽培である。 ウスである。付帯装備としての換気，暖房，かん排水設

第2表規模と投下資本 備等は地域的に特徴があり 3 一様ではない。

3. 投下労働量

作業別労働時間は，整校，摘

葉およびホルモン処理等の管理

作業，収穫調整作業の程度によ

り差があるが，平均的事例は第

3表に示した。 10a当り 1，600

r-J1，800 時間が妥当な数値とな

っている。作業別労働中で最も

農家番号 2 3 4 5 6 7 8 10 

ビニルサ栢積(財) 3，200 2，000 3，000 2，200 ， 4，500 3，200 2，700 2，000 

投(1000下M当た資り千円本) 
ノ、 ウ ス 1，261 1，605 1，690 836 562 1，044 602 2，276 

付帯装備j 551 937 730 489 676 749 738 1，039 

農 具 334 462 396 366 293 273 336 351 

2，146 3，004 2，816 1，691 1，531 2，066 1，676 3，666 
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大きいのは収穫調整作業で，全体の約50%を占めている。

施設規模3，000nf前後の経営において，出荷の最盛期

どなる 4r--J6月にかけては，家族労働力(約 2.5人〉の

みでは相当の労働強化を強制される傾向が認められる。

4. 収量と品質構成割合および価格

産地別代表農家の事例を第4表にしめしたが， 10 a当

り13t前後が一般的収量となっている。

第4表収 量 1，0∞m2t

と 科
，>.u. 

子ー

図 1 品質と単価 (48~49年〉
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家の個別事情の相異(経営規模等〉および技術水準によ

注キ印災害による減収平均数値より除外 り，単位当り生産量あるいは粗収益に差があり，経営純

品質構成割合は第5表にしめすように，収量が少ない 生産に大きな格差を生じている。

llr--J3月の暖房期間内での秀品率が高く，収量が増加す 経営費(借地地代，労賃見積額を除く〉の中で最も大

る5r--J6月は秀品率の低下が認められる。 きな比重を占めるものは，物財費の50r--J60%，次いで出

第5表愛知県出荷規格による秀品割合 荷販売経費の50r--J40%である。

物財費の中で光熱火費の割合は35%前後となっ

ており，その大部分は暖房用燃料・費である。

6. 労働純収益

注単価は秀・優・良・外品の平均値である。平均的農家の事例。 土地，資本の純収益はここでは割愛し，労働純収

単価はllr--J12月にかけては高値に推移し， 1月はやや 益についての事例を第8表にしめした。労働純収益は栽

低調気味であるが， 2 r--J4月と再び高気配を示L，その 培管理上の適切な予測と，それに対する技術対応が適確

後出荷量の増大とともに漸次下降傾向を示す。市況は年 に行ーなわれたかどうかが大きな影響を与えるが，これら

によって多少の差はあるが，消費の増大に支えられてほ 第8表労働純収益(投干併働1時間当り〉

ぼ安定化している。品質の差異による単価は，図 1にし

めすようにいずれの時期においても秀品の価格が高い。

5. 経営成果

生産に要する諸経費と生産物の販売額から算出される

経営成果についての事例を第 6，7表にしめしたが，農

第6表粗収益

200 

を総轄した経営者能力に起因するところが大きい。

表中にしめす数値の中で農家3の48r--J49年，農家10の

47r--J48年の労働純収益の低いのは，いずれも災害による

収量減によるものである。

最近，生産および出荷資材の

高騰が経営上に大きな障害とな

っている。これをのりこえて経

営の高位安定化をはかる第一の

手段は，まず良品多収と販

売戦略が先決である。特に

llr--J2月までの早期収量の

向上が必要であろう。栽培

全期間を通じ10a 18 tの収

量を期待するもので，これ

を可能にする技術確定と体

系化が今後の課題であろ

農家

総生産量(t ) 

粗収益(千円)

総生産量(t ) 

粗収益(千円)

農家 2 3 4 6 7 8 10 備考|

組収益(千円)A 2，028 2，751 2，267 2，273 1，914 1，760 1，587 

物財費出荷販売経費B 1，173 1，536 1，397 1，174 1，119 1，004 1，086 47-48年

差引(経営純生産額)C 855 1，215 870 1，099 795 756 501 

A 2，202 1，928 2，667 2，631 2，516 2，709 2，468 

B 1，364 1，429 1，719 1，379 1，293 1，297 1，420 48-49年

C 838 499 948 1，252 1，223 1，412 1，048 

注 1. 物財費・・・種苗，肥料，薬剤，光熱71<，被服，その他材料費およ
び施設，付帯装備費

2. 出荷販売経費…出荷資材質，販売手数料(市場，園芸速，農協〉
は販売額の10%として算出

う。また栽培の適正規模は，現行様式を前提に算出する

と， 1人当り約1，300nf前後となる。安易な規模拡大は

かえって過剰投資となり収益低下を招きやすい。


